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「アメリカを変えたママに聞く食の未来」
ゼン・ハニーカットさん東京講演会に参加

会場 憲政記念館講堂

3人の男の子のお母さん。彼女の息子たちは命に係

わる程の深刻な食物アレルギーや喘息・自閉症・自己

免疫系の問題で苦しんでいた。家の食事を遺伝子組み

換え食材を使わない食品や、農薬・化学肥料を使わず

に作る有機食品に切り替えたら症状が良くなった。

息子たちもいずれは大人になり家族を持つ。家族全

員が健康的な生活を送るためには、世界中の全ての人

たちが食品や環境に存在する有害な化学物質につい

て知らなければならない。そのために仲間と市民団体

「MAAM」を設立。

日本でも広く使われている除草剤『グリホサート』

や『ネオニコチノイド系農薬』の人体や自然環境への

影響が各国で問題になっている。アメリカでグリホサ

ートを使用している農薬の販売会社への損害賠償を求

める訴訟が4万件以上。また遺伝子組み換え食品やゲ

ノム編集食品は、長期的影響が未解明にも関わらずア

メリカや日本では規制緩和がなし崩し的に進んでいる。

このような状況の下、消費者が農業や遺伝子組み換

え食品を避ける唯一の方法は、正しい情報を得ること。

そして有機食品を選ぶこと。

彼女はこのように食の安全の重要性を訴え続けてい

る。

自分自身や家族、多くの人たちの健康を守るために、

一人ひとりが諦めないで活動を続けること。

「日本は世界有数の穀物輸入国で大きな影響を持って

いる。日本が安全な穀物を輸入する道を選べば、遺伝

子組み換え技術や危険な農薬に汚染されたアメリカの

穀物業界の変革を促し、世界の食料生産・流通の在り

方全体を変えることができる。みんなで力を合わせれ

ば必ずできる」

重要なメッセージをいただいた。農薬使用料と発達

障害児数の相関関係についても説明があった。


